
 
準レギュラーの子役が 演技し ている場面で

も、共演する俳優の指では、葉巻が紫煙を揺ら
している。喫煙コンプラが頭をよぎり、それが
邪魔をして肝心のストーリーに集中できない。 

昭和中期、平成初期にはアタリマエで全く気
にならなかったことが、令和になった現代では
異常に感じられるようになった...ということ
なのだろう。 

顧 客 へ の 訪 問 前 に 一 服 し な が
ら商談資料に目を通し、決算期に
は咥え煙草で残業仕事、会議後は
煙 が 立 ち 込 め る 中 で 灰 皿 を 片 付
ける...。少し前まではアリフレタ
光景だったことが、今ではアリエ
ナイと感じてしまうのだ。 

自分が中学生だった頃の部活では、炎天下で
の⾧時間練習でも「バテるから」と水分補給を
禁じられ、足腰を鍛える為と兎跳びを課せられ
た。当時は常識的な指導だったのだが、今なら
脱水＆怪我の惧れから「非常識」と糾弾される
ことだろう。 

職場ハラスメントの相 談に関 わる際には、
「昔の常識、今の非常識」を考えさせられるこ
とが多い。「上司に怒鳴られる」「先輩に無視さ
れる」「同僚から交際相手や結婚の予定につい
て詮索される」etc.。「困っているのだろうな」
「力になってあげたいな」と思いつつ、「それく
らい、普通じゃん」「自分が若手の時は、もっと
キツかった」等と言いたくなることも。 

「今、ここで」の常識を大切にして行きたい。
過去に囚われ、老害と疎まれない為にも。 

 

 

  
秋田県内在住の産業カウンセラーの皆さん、こんにちは! 回覧板春号をお届けします!  

『昔の常識、今の非常識』 

浅沼 知一 

子供の頃、好きなテレビ番組があった。『怪奇大
作戦』。ウルトラマン・ウルトラセブンの後番組
として、昭和４３年～４４年に放映された、円谷
プロ制作の特撮ドラマである。 

怪獣は出てこない。ジャンルはサスペンス・ホ
ラー・ミステリーだろうか?超常現象のような科
学犯罪の謎を解くため、民間の科学捜査チームが
活躍する、というストーリー。日本版Ｘ-ファイル
とも称されている。 

怖い物見たさと、正義チームの格好良さ。小学
校入学前の男の子は、この２点で完全にハマって
しまった。 

レンタルビデオ全盛だった平成初期、数巻を借
りて久しぶりに鑑賞した。戦争の爪跡、高度経済
成⾧に伴って変貌して行く都市や地方コミュニ
ティ。その中で翻弄され、抑圧され、暴発してし
まう人々の姿...。子供の頃には理解できなかった
社会風刺や人間ドラマ、そのテーマの重さ、深さ
に圧倒された。 

ネット配信が主流になった令和初期、大手動画
サイトに作品がアップされているのを見つけ、ス
トリーミング再生した。初回放送から５０年以
上、レンタルビデオでの再視聴からも３０年近く
経っているので、さすがに時代に合わないと感じ
る部分が増えていた。 

何より気になったのは、喫煙シーンの多さ。日
曜１９時放送の子供向け番組なのに、正義チーム
も刑事達も、やたら煙草を吸う。 



県運営部活動および学習グループ開催状況など  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 秋田県 運営 部へ の 問 い 合わせ な ど にご利
用ください。 
運営部⾧連絡先 080-9259-6005 

メール jaico_akita●yahoo.co.jp 
スパムメール防止のため、●を＠に置き換え
てご利用ください 

 

実家の裏山に 

実家の裏山

に、コゴミ

が・・・。 


